
海洋に関する
あらゆる学問領域にアプローチし、
科学･技術を人の生活と
地球環境のために生かす

ヒト・モノ・情報が国境を越えて行き交うグローバリゼーショ

ン時代の今、エネルギーや環境に関わる地球規模での問題

の解決が急務です。海に囲まれた海洋立国・日本が、生活の

安全と環境保全という人類全体の課題解決に貢献し、自らの

競争力を維持・強化するには、海洋の開発・活用・保全が不

可欠です。海事科学部では、環境としての「Ocean=海洋」だ

けではなく、海洋を舞台にした人間活動、つまり「Maritime=

海事」を対象とし、自然界におけるエネルギー・物質循環と

資源や生産財のグローバルな輸送・物流について総合的に

学びます。学際的な知識と専門的な問題解決能力＝研究能

力を備えた人材を育てます。

社会貢献を果たす
高い自負心と
強い責任感を抱いて
海事科学部へ
ようこそ

　神戸大学海事科学部は、2017年に創基100周年を迎え、第二世紀へ
の進展を始めました。海事科学部の重要な責務のひとつは、海・船に興
味を持つ若者に対し、海・船の効果的な活用と活用に関連する諸課題
の解決に挑戦する能力を培うため、効果的な教育研究の環境を提供
し、若者の自己実現を支援することです。皆さんと共に海事科学部の第
二世紀の歩みを進めることを楽しみにしています。
　国際海上物流は、日本はもとより世界の経済活動における基本的で
極めて重要なインフラでありながら、日本人にとっては、その存在と役
割があたかも空気のように当たり前過ぎるのか、日頃はあまり重要性
が認識されない存在に陥っていると危惧しています。皆さん、一度、身
の回りの物資・エネルギー・環境の根源を熟考してみてください。
　海事科学部は、国際海事社会に飛躍して社会貢献を果たす人材を輩
出するため、海・船を舞台にした人間活動に関わる輸送・情報・エネル
ギー・環境などの様々な問題を、科学的なアプローチで解決する学問
を教授する責任を担っています。高い自負心と強い責任感を有する志
ある皆さん、本誌等を参考に自らが社会貢献を果たす将来像をイメー
ジし、具体的な目標を定めてください。そして、海事科学部における学
修によって、目標達成を目指しましょう。
　海事科学部へようこそ！

神戸大学海事科学部長・大学院海事科学研究科長
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C O N T E N T S

海事科学部 座談会

就職支援／学生生活支援

海事科学部 3学科概要

■グローバル輸送科学科

　航海マネジメントコース

　ロジスティクスコース

■ 海洋安全システム科学科

■マリンエンジニアリング学科

　機関マネジメントコース

　メカトロニクスコース

国際プログラム

大学院海事科学研究科／乗船実習科

海事女性の勧め／施設・設備

授業料／奨学金／学生寮

キャンパスライフ

入試情報／オープンキャンパス
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■海事科学部の歴史

進取の精神と国際感覚を
備えた人材を育てる。
その伝統は、
受け継がれています。

神戸大学海事科学部のルーツは、1917年、川崎造船所の創立者川崎

正蔵氏の遺志により、その子芳太郎氏が設立した私立川崎商船学校

にまで遡ります。1920年、官立の神戸高等商船学校に昇格し、1952

年、国立の神戸商船大学が設置されました。そして2003年に神戸大学

と統合し、神戸大学海事科学部になりました。100年にわたる年月の中

で受け継がれてきた伝統。それは、国際的に活躍する進取の精神で

す。経済のグローバル化と、地球規模の環境問題の深刻化が進む中、

それらを両立させる持続可能社会の実現をめざし、本学部は2013年

に新たな3学科に改組し、現在に至っています。


